
～来たるべき大地震に備えて～ 

被災地取材で 
感じた防災の教訓 
写真で振り返る東日本大震災 

カメライターかさこ 

1 



教訓① 
津波は他人事ではない 

2 



3 

東京は津波なんて関係ない？ 
「東京湾は入り口が狭いうえ、水深が急に
浅くなっており、津波が湾内に入りにくい」 

（東大地震研究所） 
 

＜想定＞ 
都防災会議：津波1.2ｍ 
内閣府：津波0.5ｍ 

 



4 

東日本大震災では 
東京・晴海：津波1.5ｍ 
神奈川・横浜：津波1.5ｍ 
千葉・船橋：津波2.4ｍ 

↓ 
＜こんな試算も＞ 

・川崎・横浜では4ｍの津波 
鎌倉では最大14ｍの津波 

・水害：荒川の堤防が決壊すると 
3時間で大手町まで浸水。 
地下鉄97駅が浸水 



5 
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（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市門脇町・南浜町） 
7 



8 （撮影：2011.4.20 宮城県石巻市門脇町・南浜町） 



9 高台との比較（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



10 壊滅した町のすぐそばの高台（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



11 



12 （撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



13 海そばでなくてもこの被害（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



（撮影：2011.10.9 宮城県石巻市大川小学校） 14 

108人中84人が亡くなった東日本大震災最大の悲劇の一つ 
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16 

石巻雄勝病院には高さ20ｍの津波が襲い、 
屋上に逃げた患者40人および医師・看護婦24人死亡。 
生存者は裏山の高台に逃げた人などたった6人のみ。 

（撮影：2011.10.9 宮城県石巻市雄勝町） 
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東日本大震災の教訓① 
①高台は無事。 
とにかく高いところに逃げる 
 

②川のそばも危ない 
 

③地下鉄や地下は要注意 
※台風などでも同様 ※バンコクの地下鉄入口 
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19 

教訓② 
避難所の待遇は 
ボランティアで決まる 



20 

家が全壊しなくても避難所生活の場合も 

（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 



一晩泊まっただけでもかなりしんどい。 
（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 21 



震災から４カ月目でもこの生活 
（撮影：2011.7.24 福島県南相馬市の避難所） 
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23 （撮影：2011.7.24 福島県南相馬市の避難所） 



24 

トイレが大変。 
（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 



25 

＜避難所待遇格差＞ 
仕切る人 
ボランティア 
自治体 

情報発信力 



26 

福島いわき市の避難所を仕切っていたのは 
東京文京区のボランティア 



長崎職員が大活躍（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 
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28 

あったかいものがうまい（ボランティアによる炊き出し） 
撮影：2011.5.15 福島県いわき市 



29 
地元職員が活躍する所も（撮影：2011.7.24 福島県南相馬市） 



30 
やることはいっぱいある（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 



被災地から約1600ｋｍ。 
宮崎から風呂を作って支援に訪れた人も。 

しかし被災地では支援不要と何度も断られた。 
（撮影：2011.7.24 福島県南相馬市の避難所） 31 



32 
ラクガキではない（撮影：2011.8.7 福島県いわき市） 



33 

被災地は東北だけではない 
（撮影：2011.4.2 千葉県浦安市） 



34 

忘れられた被災地 
（撮影：2011.5.7 長野県栄村） 



35 

東日本大震災の教訓② 
①地元自治体がすべて被災者のケア
をしてくれるとは限らない。 
 

②被災者自ら避難所で働かねばならな
い（お客さんではない）。 
 

③被災者自ら情報発信し、ボランティア
を積極的に受け入れることで待遇改善。 

※ボランティアを断ってしまう人もいる 
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教訓③ 
情報が何より大事 
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3/13日本の原子炉は 
メルトダウンの可能性 

3/11チェルノブイリより最悪。 
原発事故により被害拡大 

2011年3月、震災直後に、 
外国人の知人がフェイスブックに投稿していたニュースサイト 



38 
ドイツ気象庁の放射能物質拡散予測予報（2011年4月） 



39 

「風評被害を助長」「売れるために恐怖心を煽りすぎ」と 
大ブーイングを浴びたAERA（2011年3月19日発売号） 



40 

VS 

絶賛された「日本を信じよう」。 
でもこの時、「日本」を信じてはいけなかった。 



見えない恐怖の放射能。 
ガイガーカウンターがなければ、危険かまったくわからない。 

（撮影：2011.7.23 福島県飯館村） 
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42 

福島第一原発から20ｋｍ南、 
立入禁止エリア手前の 
Jヴィレッジ付近 
 
0.90～1.40 
マイクロシーベルト／時 
（2011年6月） 

福島第一原発から20ｋｍ北、 
立入禁止エリア手前の 
南相馬市 
 
0.20～0.30 
マイクロシーベルト／時 
（2011年7月） 



43 

福島第一原発から50ｋｍ、 
飯館村の大気の線量 
2.00～3.50 
マイクロシーベルト／時 
（2011年7月） 

福島第一原発から50ｋｍ、 
飯館村の草むらの線量 
10.00～15.00 
マイクロシーベルト／時 
（2011年7月） 
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0.90～1.40 

0.20～0.30 

2.00～15.00 

0.80～1.00 

0.20～0.40 



45 

ある高校生の話「原発事故後に西日本に逃げたら、クラスメ
イトからバカにされた」 



首都圏でパンが品切れ続出の３月（写真右）に、 
福島いわき市の避難所では、食べきれない量のパンが（写真左）。 

（撮影：2011.3.30 福島県いわき市の避難所） 
46 



47 
石原軍団による炊き出し（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



48 
津波被災地そばのコンビニ（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



49 

mixiコミュニティ：東日本大震災＠いわき市生活情報 

情報ボランティアの重要性 



50 ツイッターで原発被災者の居場所確認 
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東日本大震災の教訓③ 
①日本の大手メディアの情報を信じて
はならない。海外情報にも目を配る。 
 

②世の中の雰囲気にのまれてはいけ
ない。 
 

③生きていくための生活情報が大事 
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講演のまとめ 
①津波は東北だけの問題ではない。で
きるだけ高いところに逃げる意識を。 
 

②避難所生活の改善のためには、自ら
情報発信し、ボランティアを呼び込む。 
 

③有事こそ情報が大事。複数の情報源、
一次情報重視、空気に惑わされない。
一時のセンチメンタリズムで判断しない 



53 

激動の時代を楽しく生き抜くためには 
既存の価値観に捉われない、 

幅広い視野が必要 
 

その一助に「かさこ」のネットツールを 
 

ブログ「つぶやきかさこ」 
ツイッター「かさこ」 

ホームページ「かさこワールド」 
http://www.kasako.com 

 

https://www.kasako.com/

